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道の駅瑞穂再整備施設 指定管理予定者 

公募型プロポーザル（簡易型）募集要領 

１．目的 

  本要領は、道の駅瑞穂再整備施設 指定管理予定者（以下、「指定管理予定者」とい

う。）となる事業者の選定にあたり、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条

の２第３項及び邑南町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（令和２年邑南

町条例第３８号）の規定に準ずるほか、公募型プロポーザルの実施方法等、必要な事項を

定める。 

 

２．指定管理予定者 

 指定管理予定者とは、令和６年度開設予定の道の駅瑞穂再整備施設について、農産物の

集荷並びに販売、特産品のＰＲ、地域と施設をつなぐ機能の実現、その他邑南町内外にお

ける各種活動との連携等、施設の管理運営に必要な事項を、邑南町及び関係機関並びに関

係者と一体となって検討・実施し、施設運営の中核となる者をいう。 

 

３．指定管理予定者に関わるスケジュール 

  以下のスケジュールは、最短を想定したスケジュールであるため、予期せぬ理由等によ

り変更する場合があり、その場合、邑南町は変更によって生じた損害に対する補償は行わ

ない。 

(１)  令和２年度 

指定管理予定者の決定及び覚書の締結 

       選定された指定管理予定者は、邑南町と覚書を締結し、再整備施設の開設準

備に参画する。 

(２)  令和２年度 

開設準備 着手 

指定管理予定者は、開設準備期間において以下の協議等に参画し、具体的な

企画提案を行うこと。（令和３年度中の開設準備においては、関係者による月

１回以上の定例会議を予定する。） 

令和３年度からの開設準備において、邑南町は指定管理予定者との協議によ

り、予算の範囲内で開設準備に必要と認められる経費を支出することができ

る。 

ア 産直市機能についての検討・準備 

イ 邑南町の案内に関わる機能についての検討・準備 
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ウ 憩いの場としての機能についての検討・準備 

エ 物販・飲食の提供に関わる機能についての検討・準備 

オ テナント（物販、飲食等）の選定についての検討・準備 

カ 駅長の業務内容・選定についての検討・準備 

キ 広報・告知についての検討・準備 

ク オペレーション及び収支計画についての検討・準備 

ケ 施設維持管理についての検討・準備 

コ 再整備施設の設計・施工についての検討・準備 

サ その他、町長が必要と認める内容 

(３)  令和３年度 

基本設計着手 ※おおまかな配置計画を令和３年９月までに計画 

(４)  令和４年度 

実施設計着手 

(５)  令和４年度末 

管理運営仕様書の作成 

       邑南町と指定管理予定者は、業務の範囲に関する事項、指定管理に関わる費

用に関する事項等について協議のうえ、管理運営仕様書を作成する。 

(６)  令和５年度 

建設工事着手 

(７)  令和５年度 第２四半期 

事業計画書等の提出 

       指定管理予定者は、管理運営仕様書の内容を遵守し、令和５年９月３０日ま

でに以下の資料を作成し邑南町に提出すること。 

ア 施設管理に関わる事業計画書 

イ 収支計画書 

ウ 団体の概要 

エ 団体の定款、法人登記簿謄本（法人のみ） 

オ 法人税等に関わる納税証明書（法人のみ） 

カ その他、町長が必要と認める書類 

(８)  令和５年度 第３四半期 

協定案の策定 

邑南町と指定管理予定者は管理運営仕様書・事業計画書等をもとに協議のう

え、業務の範囲に関する事項、指定管理に関わる費用に関する事項等を定めた
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協定書案を作成する。 

(９)  令和６年度 第１四半期 

再整備施設 完成 

(１０) 令和６年度 第１四半期（再整備施設 完成後） 

指定管理候補者の選定 

邑南町は道の駅瑞穂施設条例を制定後、管理運営仕様書・事業計画書・協定

書案等により指定管理予定者を指定管理候補者として相応しいと認めた場合

は、公募によらず指定管理候補者として選定する。 

(１１) 令和６年度 第１四半期（再整備施設 完成後） 

指定管理者の指定（議決）・協定の締結 

    邑南町は議会の議決を経た後、指定管理候補者を指定管理者（地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項。以下、「指定管理者」と

いう。）に指定し、協定を締結する。 

(１２) 令和６年度 第２四半期 

再整備施設 開設 

 

４．プロポーザルの参加資格 

 プロポーザルに参加できる者（事業者となろうとする者）は、次に掲げる要件の全てに該

当する者とする。 

(１) 次の内容を深く理解し、真摯に取り組むもの。 

ア 道の駅瑞穂再整備施設 指定管理予定者 公募型プロポーザル（簡易型）募集要領（以

下、「募集要領」という。） 

イ 道の駅瑞穂再整備施設 指定管理予定者 公募型プロポーザル（簡易型）特記仕様書

（以下、「特記仕様書」という。） 

ウ 邑南町まち・ひと・しごと創生総合戦略２０２０（以下、「総合戦略」という。） 

エ 邑南町観光戦略（観光ビジョン） 

(２) 邑南町内に主たる事業所、営業所若しくは事務所を置く又は置こうとする者。 

(３) 指定管理予定者になろうとする意思を有する単一の団体又は複数の団体の共同事業体

（以下、「グループ」という。）。 

グループを構成して応募する場合は、あらかじめ共同事業体結成の協定書により定め

られた代表者が申請手続きを行うこと。なお、グループの構成員は別グループの構成員

又は単一の団体として申請することはできない。 

(４) 参加申込み時に法人格を有する者又は令和５年１２月３１日までに法人格を有するこ
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とが確約できる者。 

(５) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項に規定する者に

該当しない者。 

(６) 邑南町から指名停止を現に受けていない者。 

(７) 邑南町税、法人税、消費税及び地方消費税を滞納していない者。 

(８) 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立てをしている

者（更生手続開始の決定を受けている者を除く。）又は民事再生法（平成１１年法律第２

２５号）に基づく再生手続開始の申立てをしている者（再生手続開始の決定を受けている

者を除く。）でない者。 

(９) 次のアからカまでのいずれの場合にも該当しないこと。 

ア 役員等（個人である場合にはその者を、法人である場合にはその全ての役員をいう。

以下同じ。）が暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年

法律第７７号。以下「法」という。）第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同

じ。）であると認められるとき。 

イ 暴力団（法第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員が経営に

実質的に関与していると認められるとき。 

ウ 役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与え

る目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認められるとき。 

エ 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど、

直接的又は積極的に、暴力団の維持又は運営に協力し、又は関与していると認められる

とき。 

オ 役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認めら

れるとき。 

カ 営業活動に関わる必要な契約の締結に当たり、その相手方が前各号のいずれかに該当

することを知りながら、当該相手方と契約を締結したと認められるとき。 

 

５．プロポーザルのスケジュール 

(１) 令和２年 ９月２８日（月） 

実施公告 

  公告は邑南町ホームページ、防災行政無線放送、おおなんケーブルテレビ行政

文字放送及び本庁・各支所掲示板による。 

(２) 令和２年 ９月２８日（月） 

募集要領配布 
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(３) 令和２年１０月 ７日（水） 

説明会 

ア 開催時間  １４時００分から１５時３０分まで 

イ 場所    田所公民館 大ホール 

ウ 内容    募集要領及び特記仕様書等の説明 

エ 参加人数  １団体、グループにつき２名以内 

オ その他   新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会場や方法を変更 

して実施する場合がある。その場合は邑南町ホームページに 

て事前に公告する。 

(４) 令和２年 ９月２８日（月）から 令和２年１０月２３日（金） 

質疑受付・回答 

ア 提出方法  質問書（様式第1号）により、持参又は電子メール（ＰＤＦ形

式に限る。）にて提出すること。 

※電話又は口頭による質問は受け付けない。 

イ 提出期限  令和２年１０月２３日（金）１７時００分まで（必着） 

ウ 回答方法  随時、邑南町ホームページに掲載 

エ 回答予定  最終更新を令和２年１０月３０日（金）までに行う予定 

(５) 令和３年 １月２５日（月）から 令和３年 １月２９日（金） 

参加申込み 

ア 提出書類 

プロポーザルへの参加を希望する事業者は、募集要領、特記仕様書等

を理解したうえで、次の書類を提出すること。 

① 参加申込書（様式第2号）  １部 

② 企画提案書        １３部 

③ 法人格を有する証明となる書類（法人のみ） 

ⅰ 定款、規約又はこれらに類する書類 １部 

ⅱ 法人登記簿謄本          １部 

③ 令和５年１２月３１日までに法人格を有する旨の確約書（様式第3号） 

（申し込み時点で法人格を有しない団体、グループのみ）  １部 

         ※法人格を有し次第、③の書類を提出すること。 

⑤ 共同事業体結成の協定書（様式第4号）（グループのみ）   １部 

       ⑥ 申請の日の属する事業年度の前年度における賃借対照表及び損益計算書 

         （グループの場合は、構成される全ての団体について）    １部 
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⑦ 納税証明書（滞納のない証明） 

  （グループの場合は、構成される全ての団体について）  １部 

イ 提出期限 令和３年 １月２９日（金）１７時００分まで（必着） 

ウ 提出方法 

持参又は郵送（簡易書留）に限る。なお、郵送の場合は、受け取り日

時及び配達されたことが証明できる方法によることとし、令和３年１月

２９日（金）１７時００分までに到着したものに限り受け付ける。郵便

事故等については提出者のリスク負担とする。 

(６) 令和３年 ２月１５日（月） 

提案審査会 

ア プレゼンテーションの内容は企画提案書に基づくこと。 

イ 提案書の審査にあたり、提案者はプロジェクターを使用したプレゼンテー

ションを行うものとし、プレゼンテーション用のパソコンは提案者が用意す

るものとする。 

ウ 提案者が行うプレゼンテーションの時間は５０分以内とし、その後質疑応

答の時間を設けるものとする。 

エ 提案者の出席は１団体・グループにつき３名までとする。 

オ 時間・場所は令和３年２月８日（月）までに通知する。 

カ 予期せぬ理由等により、開催方法、開催日時を変更する場合がある。 

(７) 令和３年 ２月１９日（金） 

    結果通知予定 

ア 通知方法 参加者全員に文書にて通知する。 

イ 審査結果に関する質問・異議申立等は、受け付けないものとする。 

ウ 予期せぬ理由等により、通知時期を変更する場合がある。 

 

６．企画提案書作成方法 

(１) 企画提案を行う者は、募集要領、特記仕様書、総合戦略等の内容を理解したうえで、

「(２) 記載事項」に示した事項を記載した「企画提案書」を提出することとする。 

(２) 記載事項 

    次の全てのことについて記載すること。 

    ※サ、セについて、グループで応募する場合は構成される全ての団体についてそれ

ぞれ記載すること。 
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＜企画内容＞ 

ア 現在の道の駅施設の運営における優れている点及び課題点の現況把握について 

   ・産直市（集出荷体制を含む） 

   ・特産品コーナー（特産品開発等を含む） 

   ・観光案内（交通案内を含む） 

   ・飲食関係（産直市内 軽食コーナー、テナント、自動販売機） 

 イ アを踏まえた、道の駅瑞穂再整備施設の在り方や進化の提案（理念・運営方針） 

ウ アを踏まえた、運営に関わる具体的な提案と多様な組織との連携の広げ方（施設の機

能・イベント等） 

エ その他、道の駅瑞穂再整備施設に必要と考えられる利用者満足度の向上に関わる具体

的な提案 

オ 感染症の拡大防止や災害時等に関わる危機管理の具体的な提案と体制 

 カ 道の駅に関わる邑南町全体への貢献 

   特に町内１２地区同士並びに町外をつなぐ結節拠点や経済循環の要としての役割発揮 

 キ 道の駅瑞穂再整備施設周辺の地元コミュニティや各種施設との協調・協働を促進する

手法やアイデア 

ク 施設維持に関わる邑南町・指定管理者等の経費負担についての考え（事業収入の充当

や向上可能性、行政負担等） 

ケ 道の駅瑞穂再整備施設と、現在の道の駅施設（駐車場を含む）・旧山陰合同銀行瑞穂

出張所施設との一体的な活用に関わる具体的な提案 

コ 今後の農林業振興につながる具体的な情報活用の提案 

＜組織体制＞ 

 サ 事業者の概要（資本金、従業員数、所在地、主要取引銀行、事業内容、許可及び種

類、有資格、事業実績、アピールポイント） 

シ 従業員の採用及び処遇に関する方針 

 ス 開設準備に関わる体制（体制図、人数、担当者の実績、連携団体等） 

 セ 事業者による、開設準備に関わる者へのフォロー体制 

(３) 様式等 

規格はＡ４版又はＡ３版とする。まず冒頭にＡ３版１枚に全体概要を盛込むこと。 

   また、全体の枚数は冒頭の全体概要を除き、３０枚を超えないこと。 

 

７．審査方法 

(１) 邑南町が別に定める道の駅瑞穂再整備施 設指定管理予定者 公募型プロポーザル選定委
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員会（以下、「選定委員会」という。）により審査を実施する。 

(２) 企画提案の評価項目 

評価項目 配点 

１． 

企画内容 

(１)  現在の道の駅施設の

現況・課題等への理解 

ア 優れている点及び課題点に関

する現況・課題の把握がされている

か 

１０点 

(２) 道の駅瑞穂再整備施設

に対する理念・運営方針 

イ 現況及び課題を把握したうえ

で、再整備施設の具体的な理念・運

営方針を持っているか 

２０点 

(３) 企画提案の適格性 

ウ 理念・運営方針との整合性や、

課題解決に対しての的確な重点化

や手法が図られているか 

１０点 

(４) 利用者満足度の向上に

関わる提案 

エ 利用者の満足度につながる整

備機能・イベント等が考えられてい

るか 

２０点 

(５) 危機管理方針 
オ 危機管理に関する具体的な方

針があるか 
２０点 

(６) 邑南町全体への貢献に

対する考え 

カ 町内１２地区同士並びに町外

をつなぐ結節拠点や経済循環の要

としての役割を具体的に考えてい

るか 

３０点 

(７) 周辺コミュニティ・施

設との連携 

キ 多様な協働や居場所づくりを

促す手法やアイデアが具体的に示

されているか 

１０点 

(８) 施設維持に関わる経費

負担に対する考え 

ク 施設維持に関わる経費負担の

合理的な方法を持っているか 
１０点 

(９) 現在の道の駅施設等を

含めた一体的活用に対する提

案 

ケ 現在の道の駅施設等を活用し

た事業効果の拡大に対する手法を

考えているか 

１０点 

(１０) 今後の農林業振興に

つながる情報活用 

コ 産直市等における今後の情報

技術の活用や、情報発信等による農

林業振興が考えられているか 

１０点 

２． 

組織体制 

(１) 指定管理における安定

的な人的基盤や財政基盤 

サ 長期間安定的な管理運営を行

っていくだけの人的基盤や財政基

盤を有している、又は確保できる見

込みがあるか 

２０点 

シ 現在の道の駅施設の従業員や

邑南町民の雇用が図られているか 
１０点 

(２) 開設準備における組織

体制 

ス 提案を実現するために必要な

関係団体との連携・協働体制が図ら

れているか 

１０点 

セ 適切な準備等を持続的に実施

できる体制であるか 
１０点 

合 計  ２００点 
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※採点は次のことを目安とする（１０点満点の場合）。 

   非常に優れている：１０点、優れている：８点、普通：６点、劣っている４点、 

非常に劣っている：２点、不可：０点 

 

(３) 審査は企画提案書及び提案審査会におけるプレゼンテーションにて、選定委員会は提

案者の考えを理解し、指定管理予定者としての適性に対する評価を「(２) 企画提案の

評価項目」に基づき行う。 

(４) 審査の結果、総得点が最も高い者を本公募型プロポーザルの第１候補者とし、道の駅

瑞穂再整備施設 指定管理予定者とする。 

ただし総得点が最も高い者が複数となる場合は、引き続き同一の選定委員会により提

案内容の評価項目を再評価して決定する。 

(５) 各提案者の総得点は、その提案者を評価した委員のうち、最も高い得点を与えた委員

と最も低い得点を与えた委員を除いた、その他の委員が与えた得点を合計したものとす

る。 

(６) 道の駅瑞穂再整備施設 指定管理予定者選定の最低基準点は、満点に対し７割の点と

する。 

 

８．提出書類の取扱い 

(１) 提出されたすべての書類は、返却しない。 

(２) 提出後の差し替え及び追加・削除は認めない。 

(３) 邑南町が必要と認める場合には追加資料の提出を求めることがある。 

(４) 企画提案書等応募書類の著作権は、応募者に帰属する。ただし、選考に必要な場合な

ど、邑南町が必要と認めるときは、邑南町は提出書類の全部又は一部を無償で複製でき

るものとする。 

 

９．情報公開及び提供 

 邑南町は提案者から提出された企画提案書等について、邑南町情報公開条例（平成１６年

１０月１日条例第１４号）の規定による請求に基づき、第三者に開示することができるもの

とする。ただし、事業を営むうえで、競争上又は事業運営上の地位その他正当な利益を害す

ると認められる情報は非開示となる場合がある。 

 なお、公募型プロポーザルの道の駅瑞穂再整備施設 指定管理予定者決定前において、決

定に影響する恐れがある情報については決定後の開示とする。 
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１０．その他 

(１) 費用負担 

書類作成及び提出に関わる費用など、必要な経費等は全て提案者の負担とする。ま

た、緊急の事態ややむを得ない理由等により、本公募型プロポーザルを実施すること

ができないと認めるときは、停止、中止又は取り消すことがある。なお、この場合にお

いて本公募型プロポーザルに要した経費等は全て提案者の負担とする。 

(２) 参加辞退の場合 

参加申込書の提出後、都合により参加を辞退することになった場合は、速やかに書面

（様式は任意）により、邑南町役場建設課（島根県邑智郡邑南町矢上６０００番地）あ

てに提出すること。 

(３) 失格事項 

次のいずれかに該当した場合は、その者を失格とする。 

ア 参加資格要件を満たしていない場合 

イ 提出書類に虚偽の記載があった場合 

ウ 募集要領で示された、提出期日、提出場所、提出方法、書類作成上の留意事項等の条件

に適合しない書類の提出があった場合 

エ 審査関係者に対し、審査に対する援助を直接的又は間接的に求めた場合。 

オ 提案審査会において、正当な理由なく欠席した場合 

カ その他、不誠実な行為を行った場合 

 

１１．募集に関する書類 

 次により募集に関する書類を配布する。 

(１) 配布期間 令和２年９月２８日（月）から令和３年１月２９日（金） 

(２) 配布方法 邑南町役場建設課及び邑南町ホームページ上で配布する 

(３) 配布資料 

ア 募集要領 

イ 特記仕様書 

ウ 質問書  （様式第1号） 

エ 参加申込書（様式第2号） 

オ 令和５年１２月３１日までに法人格を有する旨の確約書（様式第3号） 

カ 共同事業体結成の協定書（様式第4号） 

キ 総合戦略 

ク 邑南町観光戦略（観光ビジョン） 
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１２．問い合わせ・各資料提出先 

〒６９６-０１９２ 島根県邑智郡邑南町矢上６０００番地 

邑南町役場 建設課（担当 三浦、小西） 

電話 ０８５５-９５-１１２０ 

電子メールアドレス kensetsu@town.ohnan.lg.jp 


